
棲 ゝい

釉

グ多う
ノ |

せ、摯 子
‐きこ

く ヽ L

ヤ
琢

桐
原
城
址

写真図版 33

ヽ や Ⅲゝ
しけ′ド 1ヽ電 rxl●

IⅢIキ

キ劇
ξ 申
暉̀

ぐ 奪

自

Ｌ
デ

中
申

噸

桐原古図 (写)(松本市立博物館所蔵)

諷ぐャ へ像十R



写真図版 34
桐
原
城
址

麒
ヽ
「
Ｉ
差

翻
■
鶴
引
ふ

縛
払
ｖ
　
　
　
　
　
ヽ
■
　
由
ゴ

欄
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
分

繭　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
園

討　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０

魂豪暉曜¬露撃菫Л富=F爾

城周辺部



海
岸
寺
遺
跡

写真図版 35

海岸寺遺跡・桐原城址東区

海岸寺遺跡 A区 遺構検出状況
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A区 溝 2

A区 集石 2検出状況 (西から)

A区

A区 完掘状況
(南から)

B区 完掘状況
(ゴヒから)

A区 集石 2検出作業 (南東から)

A区 集石 2上石除去状況 A区 集石 1礫出土状況 (北東から)

調査区
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内耳鍋 耳部

内耳鍋 口縁部
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石垣群 (東から) 石垣

石垣・平坦面

西 トレンチ

北 トレンチ

冬

東 トレンチ

天神上遺跡近接 炭焼窯跡 (調査対象地外 )
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桐原城址

8796  1L

一師一岬

協県
四入
則̈
義対

20202 266
36涯乾
14分
15秒

138度
01分
40秒

2007。 11。 05

2007.12.20
2008.04。 28

2009。 01.26

771.72ピ
県営畑地
帯総合土
地改良事
業 (山辺地
区)幹線農
道建設

海岸寺

1944 1L

一嚇一岬

協県

］
入
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赫対

20202 501

36月乾
13分
58秒

138度
01分
27秒

2008.09.22

2008.12.02
85.46ゴ
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桐原城址 城 館
文
安
翔
世

縄
平
釧
近

2本

40基

8本

2基

2枚

1本

堀
坑
　
積

面
堤

竪
土
溝
石
炭

石

黒色土器A
灰釉陶器
内耳鍋
銭貨
瓦、陶磁器
石器

桐原城に伴う竪堀2本
と、近世の石積み堤防
(石堤)1本を調査した。
東区竪堀はS字状に蛇
行することを確認した。

海岸寺 集 落

文
安
世

縄
平
中

竪穴状遺構    1基
土 坑      6基
溝        2本
集石遺構     2基

縄文土器
土師器
灰釉陶器
内耳鍋
金属製品
石器

平安時代の土坑1基、
中世の竪穴状遺構1基
を調査した。
閃緑岩巨礫 (長さ1.5m、

幅1.Om)が集石遺構か
ら検出されている。

琴 |1稗|

■|||||■■||||

■||||||||■ |

桐原城址は松本市入山辺に所在する山城で、林大城・林小城・埴原城・山家城 とともに

小笠原氏城跡として県史跡に指定されている。本調査では調査対象地の両側 (西区 0東区)
にある 2本の竪堀を調査した。西区竪堀は後世の造成により上部が失われていたが、堀底
に人為的な段差が設けられていることを確認 した。東区竪堀は屈折部をもつ S字状の竪堀
で、発掘調査で竪堀の蛇行が確認されたのは長野県内では初めてである。山城関係の遺物
としては、竪堀の覆土から内耳鍋の破片 1点が出土している。
海岸寺沢右岸の石堤は、裏法で 7枚の石積面を確認し、石堤が 2時期にわたつて拡幅さ
れていること、川裏堤内地の トレンチから寛永通賓が出土したこと等から、石堤が近世の

川除普請で構築された堤防であると推定した。また、過去に海岸寺沢の洪水が東区竪堀付

近まで及んでいた痕跡を確認した。

海岸寺遺跡は、墓坑の可能性がある平安時代の土坑 1基を検出した。旧海岸寺は木造千
手観音立像 (県宝)や経塚出土品 (市重要文化財)の存在から、創建を平安時代後期にま
で遡 らせる説がある。今回の調査結果では旧海岸寺との関係は明らかにできないが、桐原
地区の開発が平安時代にまで遡ることが判明した。また、桐原城址の東区竪堀に近接する

中世の竪穴状遺構 1基からは内耳鍋がまとまって出土している。
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